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助成活動名 
思いがけない妊娠をした女性や妊娠の可能性がある女性を支える 24 時間 365 日体制の相
談窓口の運営と支援 

助成額  3,000,000 円 

活動内容 

目的 

 
妊娠出産は女性のライフステージに大きな影響を与える事象である。 

「妊娠」という言葉には「幸せ」「未来」というイメージがあるが、中には、誰
にも言えない思いがけない妊娠に一人で悩む場合もある。予期せぬ妊娠をした
時は、妊娠を継続するかどうかを初期・中期といった節目節目において迷い・
戸惑い、決断を迫られながら葛藤するため、誰かに話しながら自分の立場や意
思を確認していく作業が必要になることもある。たとえ望んだはずの妊娠であ
っても妊娠を知った彼が失踪し妊娠が継続できなくなったり、経済的に育てら
れないと不安になったりする。時には、誰にも相談できないまま自宅や公園で
出産直後に実子を殺害してしまう０日虐待死の事例も見受けられる。子どもの
虐待の中で一番多いのが、0 日の虐待死であり、岡山県内でもこのような事例は
見受けられる。名前を名乗らなくても、電話やメールで相談できる窓口の必要
性を感じて、相談事業を行う NPO 法人を立ち上げ、「妊娠」をきっかけに孤立
することなく、幸せに生きられる社会の実現を目指し、産む・産まない、育て
る・育てないにかかわらず、すべての妊娠に寄り添うことを目的としている。 
 2025 年度は福祉助成により「おかやま妊娠 SOS しぇると」の相談窓口継続と
２カ月間 LINE 相談の試行を行った。 
 

内容 

 
①対象者：予期しない危機的な妊娠をした女性または妊娠の可能性のある女性

とそれにかかわる相談を必要とする方々で、年齢や性別を問わない 
②相談員：14 時から 20 時、1 名体制とする 
③ 内容 ：電話・メール・面談による相談受付と LINE 相談の試行 
④回数・期間：2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月末までの 365 日(LINE 相談は

2026 年 1 月 9 日から 3 月 8 日までの 2 カ月 59 日間) 
14 時から 20 時の 6 時間 

⑤開催場所：当団体所有の相談室 
 

 



 

当初の
計画か
らの変
更点 

 
計画時点では「おかやま妊娠 SOS しぇると」の相談窓口継続を活動内容として

提出したが、岡山市の性と健康相談センター事業を当団体が受託し、令和 7 年 6
月から「おかやま妊娠ホットライン」として開所することになった。 
そのため「おかやま妊娠 SOS しぇると」に来た相談の 6 月以降分を助成対象

に変更していただき、電話は転送システムの利用を検討し、最終的に電話・メー
ルは持ち回りで対応した。 
また、電話・メール・面談に加えて、新たに LINE 相談を 2 カ月間試行する計

画に変更した。セキュリティ管理のため「つながる相談」のシステムを利用し、
その準備としてつながる相談システムについての研修、ロールプレイ等の LINE
対応研修を行ったうえで、LINE 相談を実施し、1 カ月経過時点で伴走支援研修を
行った。 

 

成果 

 
＜「おかやま妊娠 SOS しぇると」相談窓口について＞ 

2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日までの「おかやま妊娠 SOS しぇる
と」への新規相談件数は 125 件、延べ相談件数は 498 件であった。ちなみに
「おかやま妊娠ホットライン」の新規相談件数は 89 件、延べ相談件数は 304 件
であった。 
「おかやま妊娠 SOS しぇると」は 2022 年から 3 年間相談窓口を開設してお

り、2024 年度は新規 156 件・延べ相談数 630 件であり、2025 年度は新規 125
件・延べ 498 件であった。「おかやま妊娠ホットライン」の開設によりいくらか
減少したものの、岡山市外に居住していたり公的窓口に相談しづらかったりす
る方には、しぇるとの相談窓口の存在意義があると考える。 
しぇるとに相談があった新規 125 件のうちの初回相談手段をみると、電話が

61 件（49％）・メール 52 件（42％）・LINE 相談 9 件（8％）・面談 2 件（1％）
であった。LINE は 2 カ月のみの試行にもかかわらず、初回相談手段に LINE が
選ばれた割合は 8％と高く、今後有効な相談手段になると感じられた。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜LINE 相談について＞ 
LINE 相談の新規は 9 件で、延べは 17 件であった。LINE は短文でのやり取

りが続くため、延べの集計方法は一旦相談内容が解決した時点を 1 件と数えて
計上した。短文でのやり取りの一往復を 1 件に数えると、2 カ月で 212 件にも
上った。 

LINE で友だち登録をしたが相談に至らなかったものは 11 件あり、LINE 相
談を継続すれば、今後、相談行動につながる可能性があると思われる。 
また LINE で相談があった当事者の年齢は 14 歳（中学 1 年生）や 15 歳もあ

り、10～17 歳が 53％と半数を占め、低年齢でも相談しやすいツールであること
を改めて認識した。（しぇるとの相談全体で見ると 10～17 歳は 25％である） 

LINE の相談内容は、①妊娠したかもと不安に思う 47％、②中絶について
41％、③妊娠継続の判断ができない 12％であった。試行期間での相談内容は①
②③であったが、電話やメールでは①②③が主であるものの「出産するしかな
い週数になっている」「出産しても養育が困難」「妊娠 SOS 以外の妊娠につい
て」などの相談が入っていた。LINE 相談も継続していくことで①②③以外の
様々な相談が入ると予想される。 
 



今後の課題と対
応策 

 
①セキュリティ 

LINE 社は LINE をツールとして相談業務に使用することは、情報漏えいのリスクが高ま
るため、推奨されていない。特に、機密性を要する情報を取り扱う業務では、LINE の利
用はセキュリティポリシー違反となる可能性がある。 
妊娠 SOS 相談においては、病院への同行受診などの際に氏名・生年月日・住所などの個

人情報を扱わなければならない場合があり、秘匿性が担保される必要があるため、LINE
相談を始めるにあたり、公式ラインなどの無料のものを使用することができず、「つながる
相談」システムを介して情報を遷移する必要があった。そのシステム使用料が大変高額で
あることが、相談を継続しかねる第一の課題である。相談を継続するにあたって助成金を
申請しながら実績を積み、行政からの委託を受けることが出来たらと考えている。 
 
②広報 
 令和 7 年度は期間を限定して相談を受けたため、Google Ad Grants で非営利団体向け情
報発信ツールに登録・活用し、できるだけ多くの機関にカードを郵送した。窓口開設が 2
カ月のため、継続した広報が出来ていなかった。年間を通じて相談を受けることで、広報
が進み周知が徹底する可能性がある。 
 
③相談スキル 

LINE 相談はメールとは異なり、短文で短時間でのやり取りが繰り返される。実施して
みて、かなり相談員のスキルが問われることが判明した。まずは相談システムの操作に慣
れること。そして、着地点を視野に入れつつ冷静に対応することが大切である。スキルを
定着させるためには、定期的なケース検討会とオブザーバーによる支援が欠かせないと感
じた。 



写真の提出 

＜おかやま妊娠 SOS しぇるとの相談風景＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
＜LINE 相談風景と相談画面＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 


